
１１８ 明治時代 金解禁と世界恐慌(浜口) 

          
＜ 浜口雄幸 内閣＞(民政党)     

 

 

1917 世界大戦時に金本位制停止(寺内) 

1919 米英、大戦終結後に金本位制に復帰 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

1930  金解禁  (金輸出解禁)断行 

･大蔵大臣に前日銀総裁の 井上準之助   

･日本商品の国際競争力強化のため、 

  産業合理化 を推進 

 

 

･金兌換に必要な正貨を蓄積するため 

  緊縮財政  を採用 

 

 

 

 

1929 世界恐慌 (NYのウォール街発) 

 

 

 

日本商品が全く売れない空前の大不況 

→1930 昭和恐慌  

 

 

 

→1931 農業恐慌  (昭和農業恐慌とも) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1931 昭和農業恐慌の惨状  

 欠食児童 、 女子の身売り   

 

 

1931 重要産業統制法   施行 

 

 

 

＜ 浜口雄幸 内閣＞の外交(民政党)   

･ 幣原喜重郎 外務大臣による協調外交 

＝ 幣原外交  

1930  日中関税協定調印   

 

1930 ロンドン海軍軍縮会議  

 補助艦の軍縮を目指す会議。 

全権 若槻礼次郎 前総理、財部彪海相 

海軍 対米 7割主張。 

結果 対米 6割 9分 7厘 

海軍 統帥権干犯問題    と攻撃 

 

 

 

→海軍や枢密院の反対を押し切って調印 

 

1930 浜口雄幸撃たれる(原と同じ東京駅) 


